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はじめに　
リアリズム児童文学の父と呼ばれる童話作家でありまた小説家と
して活躍した坪田譲治（明治二十三年～昭和五十七年）は、郷里岡山について、次のように述べている。　　
　
今、私が愛するところのものは前後二十数年を過した郷里の
山川ばかりである。殊に今より三年前郷里の家の絶縁して、生きて再び生家の門をくぐらず、と決心して以来、その山川は私の心の故里となつて、書くものといふ書くものが、そこを舞台にしないと生きて来ないやうな有様である。
　　　
（ 「班馬いなゝく」 『班馬鳴く』昭和十一年十月
　
主張社）
　
ここで、譲治が郷里で過ごした年月を「前後二十数年」としてい
るのは、満十七歳の明治四十年三月に金川中学校（現岡山県立岡山御津高等学校）を卒業したあと、 東京の正則英語学校予備校に通い、翌明治四十一年四月には十八歳で早稲田大学文科予科に入学していることから、およそ金川中学時代までを含む岡山での暮らしを指しているといえる。こうして生まれ育った岡山の「山川」は、 「心の故里」となって、譲治の手がけたあらゆる小説や童話 舞台となり
反映していると語るとき、 その具体的な地域は、 もちろん生まれ育った実家のある島田という村（現在 岡山市北区島田本町）を中心とした光景が重視されるが、さらに譲治 愛する「郷里の山川」として、 「前後二十数年」に含まれる金川中学時代に接した光景は見逃せないものである。また、譲治の郷里 対する思いは、自然 姿に加えて、郷里で繰り広げられた人間的絆からくる印象も多分に含んで成り立っ いると考えられ 。　
そのように考えると、譲治が、五年間在籍した中学校時代につい
て、どのような自然や人 の出会いがあったのかが重要になってくるが、譲治の中学時代についての評伝的研究は未だ詳細 はなされていないというのが現状である。　
そこで本稿では、金川中学校の後身である岡山県立岡山御津高等
学校に 、二〇〇五年九月二十一日と二〇一 年九月二十一日に調査を行った結果を踏まえて、譲治の学校生活を中心とするこの五年間の情報について、できるだけ網羅的にま め みたい。なかでも譲治の「養忠学校
　
学籍簿」と「金川中学校
　
卒業生原簿」の内容
は初公開であり、譲治の自筆原稿「金川中学 思出」の翻刻も一般に向けては初公開であることから これらの新資料を中心として他
紀
　
要
　
第三十七巻
　
第一号（通巻四十八号）一二～二七（二〇一三）坪田譲治の金川中学校時代　　　　　
︱︱
 金川中学校関係資料を中心に︱︱
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一月十八日付けで二年次に編入し、明治四十年三月に卒業することとなる。　
その後、金川中学校は、昭和二十三年に学制改革により新制高等
学校となり、昭和二十七年には、県営に移管して岡山県立金川高等学校となる。さらに平成十七年、金川高等学校は岡山県立福渡高等学校と統合し、金川高校校地へ新設校である岡山県立岡山御津高等学校が開 した いう経緯で現在に至っている。　
以上の変遷を踏まえ、 養忠学校時代の入学に際しての学籍簿と金
川中学時代の卒業に際 ての卒業生原簿との二種類を提示したい。以下、 その二種類の原簿について、 記載のある項目について翻刻する。私立養忠学校
　
学籍簿
入学
　　　　　
三十五年四月十四日
　
一年級
姓名
　　　　　
醇一弟
　
坪田譲二
出生年月日
　　
明治二 年二月
族籍
　　　
本籍
　
岡山県御津郡石井村大字島田一二五地
　
平民
入学前ノ状況
　
 明治三十五年三月日生尋常高等小学科高等科二年級修業
保証人
　　　
族籍
　
坪田醇一
　
兄
　　　　　　
族籍
　
岡山市大字南方二五三地
　
平民
　
須々木林次郎
　
まず、この養忠学校の入学時の学籍簿において、必要に応じて解
説を加えたい。　
姓名の欄で「譲二」という表記になっていることについては、譲
の資料も補助的に用いながら進めていくこととする。一
　
中学校時代の原簿
　
まず、現在岡山県立岡山御津高等学校に所蔵されている譲治の原
簿に触れる前に、譲治の在籍した中学校の状況について、概略を述べておきたい。　
譲治は石井尋常小学校高等科を卒業して、岡山中学を受験するが
失敗し、 明治三十五年四月に養忠学校に入学する。この養忠学校は、まず明治十七年に、岡山市磨屋町に岡山中学校入学の予備教授を目的とした私立岡山普通予備学校として設立した。その後、同校は、明治三十二年に岡山市内山下に移転 、私 養忠 と改称した。　
この私立養忠学校（三年制）に、譲治は入学し、一年九ヶ月の間、
自宅の島田（現岡山市北区島田本町）から養忠学校（現岡山県立図書館の地）に徒歩で通った。その通学は二年二学期まで続いたが、明治三十七年に、同校は御津郡金川村（現岡山市北区御津金川）移転、改組し、金川中学 （旧制・五年制）を設立したことから、譲治は金川中学に編入することになる。　
この編入の仕方については、 同級生の青木安衞（ 「思い出」 『臥龍』
昭和三十八年十月）によると、 「入学する為に一 生からの入学試験がありました」 「其後卒業迄 は転出入が案外多くて、一年入学以来卒業迄席を同じくした生徒は僅か十四名 三十三名中）と云う変り方であった」と述べている。　
このような状況下で、譲治も編入試験を受けて金川中学に通うこ
とを選んだことから、金川中学には、同校が開校した明治 七年
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金川中学校
　
卒業生原簿
本籍
　　　　　
岡山県御津郡石井村大字島田一二五
族籍
　　　　　
平民
氏名
　　　
弟
　
坪田譲治
出生年月日
　　
明治二十三年六月三日
戸主
　　　
岡山県御津郡石井村大字島田
　
エ
　
坪田醇一
　
兄
保証人
　　　　
岡山県御津郡金川村大字金川
　　　
西崎光太郎
入学
　　　
明治三十七年一月九日
　
第二学年
卒業
　　　　　
明治四十年三月二十四日
入学前の履歴
　
明治三十五年四月
　
石井高等小学校第二学年修業
　　　　　　
明治三十六年十二月
　
養忠学校第二学年第二学期修業
成績
　
四十年三月卒業成績
　
三十二人中第三十一番
　　　
〔修身〕
　
七
　　　
〔国語及び漢文〕国語
　
六／漢講
　
六／作文文典文学史
　
六
　　　
〔英語〕講読
　
七／作文文典会話
　
五／書取習字
　
七
　　　
〔数学〕幾何
　
五／三角
　
四
　　　
〔地理〕六
　　　
〔歴史〕六
　　　
〔物理〕五
　　　
〔法制〕五
　　　
〔経済〕七
　　　
〔体操〕八
　　　
〔平均〕六
治が『びわの実学校』第四十五号（昭和四十六年二月二十八日）の「あとがき」で次のように書いていることと関係する。　　
 ところで私の兄は醇一といい、弟は謙三といい、私も中学を卒業するま は譲二と書いておりました。 （中略）兄弟三人、一二三 番号のように順序がつ ていたのです。然し中学を出て上の学校へ入る時、戸籍謄本が要るというので、役場へ行って貰ったところ、それまで二十年近く、譲二
0
とばかり思ってい
た私の名が、譲治
0
になっているのです。どうしたら良いでしょ
う。本名譲二、戸籍名譲治とするわけにも行きません。仕方なく以後私は戸籍通り 書くことにしました。譲二という名を見ると、今でも、私 子供の時、小学生だった頃の姿が見えるようで、懐しい感じです。
　
したがって、このような事情によって、養忠学校入学時の表記が
「譲二」である一方、次に挙げる金川中学校卒業時の表記が「譲治」となっているのであり、ちょうどこの二つの原簿にこのことが反映しているといえる。　
なお、 「入学前ノ状況」に記載された「日生尋常高等小学校」は
実在する小学校であるが、坪田譲治が卒業した は、後掲の原簿ように石井高等小学校であり、ここでは転記ミスかと思われる。出生年月日の真相については次の項目で触れるが、こ での記載における「二月」も誤記入であると思われる。次の保証人の「須々木林次郎」は、判明している親族の系譜には見当たらず現在のところ不明である。　
次に、譲治が卒業までの三年余りを過ごした金川中学校における
卒業生原簿を確認したい。
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一五
　
なお、 保証人の 「西崎光太郎」 は、 坪田本家の祖父坪田甚七郎の先妻
萬喜の実家が西崎姓であることから、 そのつながりかと推測されるが詳細は不明である。 また、 金川中学校開校は、 明治三十七年一月十八日であるが、 譲治の入学年月日としては、 一月九日となっている。　
次に、成績に関して、二年から五年までの学年末三月での成績が
順位で示されているほか、第五学年の卒業成績では 各科目の成績が十段階で示されている。　
卒業時の成績 ついては譲治自身が随筆等でたびたび表現してい
るが、次章で挙げる文章「金川中学の思出」のなかでも「私 終から逆算して二番だった」と述べており、成績が悪いと卒業式に参加できないことも事実であった。そのことは 昭和三十五年十月十日に同校で行われた講演会にて思い出を語 なかでも語っており、卒業のとき、郵便で及第か落第かどちらの知らせが届くか心配していたら及第であったが、最後から二番目だとわかったということである。よって、卒業式に出られなかったことから、あとで先生の家を廻って挨拶をしたことも語ら いるが、その際、 「岡山の田町の羽原先生を訪ねた。先生と話をすると楽になつた。ピ
ママ
リで出た人で
成功した者があると話された」 （板津謙六 「坪田譲治氏を迎えて」 （ 『金校校友会報』第六号昭和三十六年二月二十八日）と り、講演会際中に譲治がこの話 しながら涙を拭いたことも記され いる。当時は文壇でも認められる作家 なり、昭和二十九年には全集が刊行され、翌三十年にはそうした文学活動および後進の育成により、日本芸術院賞を受賞するなど、大家と っていることか 、羽原先生の言葉を思い出し感無量になったことが推 量られる。
　　　
〔操行〕乙
第二学年修業
　
三十七年三月
　
三十四人中第二十六番
第三学年修業
　
三十八年三月
　
三十七人中第十三番
第四学年修業
　
三十九年三月
　
三十九人中第十九番
第五学年修業
　
四十年 月
　　
三十二人中第三十一番
　
まず、この卒業生原簿における生年月日については、六月三日と
されている。これについても、先の「譲二」の表記に類似する事情があり、現在では年譜等も含め譲治の生年月日は三月三日と改められている。その事情について、譲治は次 ように述べている。　　
　
私は明治二十三年六月三日（一八九〇年六月三日）に生まれ
たことになっております。戸籍謄本がそうなっておるのです。然しある時、母がいいました。 「お前は三月生まれだ」そこで私は公式な場合以外三月三日生まれと書くことにしました。（ 「あとがき」 『びわの実学校』第四十五号
　
昭和四十六年二月
二十八日）
　
このことは、譲治自身、さらに昭和四十八年に行われた母校石井
小学校校舎落成記念式での講演でも、出生届けが父によって三ヶ月遅れてなされたことで六月三日と届けられたことや、これによって小学校入 が役場の判断では本来の年よりも一年遅くなりそうだったところ当時村会議員であった父の力で三月三日生まれの扱い してもらい無事 学 でき という状況も加え 語っている。また譲治自身はこの事実を母親から最近聞いて知ったと述べていることから、 昭和五年に母が亡くなる前、 すなわち譲治が四十歳近 頃に知ったことになろう。
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〈第一葉〉　　　　　　　　　
金川中学の思出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
坪田譲治
　
金蘭簿によると、私は第三回の卒業生です。明治三十五年四月に
岡山市内山下にあった養忠学校と云うのに入学しました。それが、三（注１）
年生の四月から、金川へ移って、金川中学校になり、私たち、岡
山に家のあるものは、中国鉄道で、汽車通学をすることになりました。汽車賃一ヶ月一円でした。物価も安かったのですが、この汽車賃の安かったことは、その時でさえ、ビックリしました。とにかく、二百人か、三百人 生徒の大部分が、汽車通 でし から、鉄道でも勉強したものと思われます。然し汽車賃は安かったのですが、時間の方は、そう行きませんでした。岡山から金川まで一時間く いかかったように記憶しております。八時始りとすれば、岡山を六時半に出ないと、始業に間にあいません。ところが、 会社の〈第二葉〉方にも、都合があると見えて、学校の始る一時間半前に岡山を出る汽車と云うのが、私の記憶にはありません。冬は大抵暗いうちに家を出て、 または暮れ近く家に帰りまし これを三年ばかりやって卒業近くなった時 私は成績が悪くて、卒業が危ぶ て来ました。すると、「もう一年、また汽車通学をするのか。 」　
と思い、すごくウンザリした記憶があります。然しその頃、同級
に備中のタタイ 云うところから通ってる人 ありま 。河西君
二
　
金川中学在学中の思い出
　
譲治が金川中学時代の思い出について、同校関係誌に寄せた文章
は、二つある。一つは、昭和三十八年十月発行の八十周年記念誌『臥龍』に載せた文章「金川中学校の思い出」であり、もう一つは、昭和四十六年三月 十五日に発行された『金高校友会報
　
秀芳』第
十八号掲載の「金川中学の思出」である。双方とも既発表だが、前者は同校記念誌としての単行本収録の文章であるが、後者は校友会の会報に掲載されたのみの文章である。　
そこで、前者の内容については、学校生活の内容を考察する際に
必要に応じて引用し紹介することとし、特に一般の人の目には触れることのなかった後者については、岡山御津高等学校所蔵された自筆原稿より、以下に翻刻 たい。坪田譲治「金川中学の思出」
〔封筒〕送付
　　
速達扱い
　
封書
　
六十五円切手貼付
消印
　　
昭和四十六年二月十五日
　
東京都雑司ヶ谷
　
　　　　
昭和四十六年二月十六日
　
岡山御津
表面
　　
岡山県御津郡御津町大字金川
　　　
金川高等学校御中
裏面
　　
東京都豊島区西池袋二丁目三二︱二〇
　　　 　
坪田譲治
〔原稿〕
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羽原先生となると、これはもう皮肉で、輪講をあてられると、私
なんか、顔色が変りました。だから、先生が輪講をあてようと、みんなを見廻される時は、頭を低くして、私は前のものの陰に、カラダを縮めたものです。全然叱られないのに 恐い先生でした。先生の教えられるリーダーは、ナシヨナル
　
リイダアときまっていまし
たが、これは先生、殆ど全文を暗記しておられたようで、本を見ないので、講義が出来 のです。　
この他、山田先生、宍戸先生、羽生先生、西田先生、藏知先生、
みんな偉い先生ばかりでし 。同級生は金蘭簿によると、三十四人でしたが、今は六人しか残っておりません。みんな早々とあの世へ行ってしま
マ
した。竹内健平妹尾正男、忘れられない懐かしい名前で
すが︱。〔注〕１
　「三年生の四月から」というのは、前述した原簿からすると、
　
　
誤りであり、正しくは二年生の一月からであると考えられる。
　
※
　
 翻刻のうえでママ表記を付した二カ所は、いずれも発表紙面では次のように訂正されている。
　
・少年世界とと
ママ
答えると
　
→
　
少年世界と答えると
　
・あの世へ行ってしま
マ
した
　
→
　
あの世へ行ってしまいました
※
　
 自筆原稿〈第三葉〉七行目の「ドッと笑いました」は、発表紙面上では次のようになっている。
　
・ドッと→ドット
と云いましたか、それは金川まで二時間もかかり、往復四時間、汽車の中で過しました。然しその河西君が、首席で卒業したのには、驚きました。私は終 ら逆算して二番だったので、 式にも行かれませんでした。
　
　
それはそうとして、初めて、金川のような山奥の学校へ来たもの
で、私たちは、 わりの山や河が 大変めづらしく、臥龍山にも登れば、妙見山にも登り、旭川の河原などでは、〈第三葉〉毎日のように、 そこの小石を投げて遊び 何の本でしたか、 「八丁ツブテの嘉平治」と云う人物が出て来て、何百メートルと云う遠くまで、ツブテを投げました。そこで私も金 旭川で、そ ツブテを練習して、八丁ツブテの坪田にならうなん 空想したものです。とにかく私はいつ迠も子供で、四年生ま 少年世界と云う子供雑誌を読んでいました。教室で ある時先生に、雑誌は何を読んでるかと聞かれ、少年世界とと
ママ
答えると、みんながドッと笑いまし
た。それでそれ以後、子供雑誌をやめました。藤村だの 晩翠だの、泣菫だのと云う、むつかし 詩を読み出した は、それからです　
然しその頃、先生はみんな偉く思われました。実際みんな偉い先
生ばかりでした。沼田頼輔先生なんか「紋章学」と云う本を書 れて、その道の権威となられました。左右にピン はねられ あのヒゲは、あれは疎
ソ
髯ビン
と云うのでしようか。とにかく風格がありまし
〈第四葉〉た。
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旭川に沿ってのぼって行く汽車からの「旭川の景色は、岡山金川間の一番美しいところ」と表現している。さらに、旭川対岸の白壁の土蔵がある大きな家が好きでそこに住んでみたいと思ったことがあると述べているが、これは大久保の集落であると思われる。また譲治は「トンネルのその入り口の、右側の小学校」を一度訪ねてみたいと書いている 、これは当時 牧山小学校（その後牧石小学校の牧山分校となり、平成十四年に廃校となった）であり、懐かしい車窓の風景であったとされている。　
次に、金川の土地については、前掲の譲治の思い出では、金川に
学校が移転して、 「臥龍山」と「妙見山」に登ったことが述べられている。ここで、 臥龍山には 松田左近将監の建て 金川城 （玉松城）があり、金川中学の校章は玉松城にちなんだデザインが施されていることから、金川城 城主松田左近将監の存在 つい 知る機会も得られ、譲治はのちに小学 時代に親しんでいた万成山山頂 富城やその城主松田左近将監について童話 城山探検」や「武南倉造」にたびたび登場させているが、譲治の地元富山 と金川の金川城との歴史的つながりについて意識を及ばせたこ は間違い 。なぜなら、この松田氏 信仰した日蓮宗不受不施派が備前地域に普及していった のなかで、坪田家が不受不施派の信仰を熱心 守る家系となったという宗教についての認識も伴っているからである。坪田家の菩提寺は のちに妙林寺となる 元は松田元隆が建立 た日蓮宗不受不施派 妙善寺（岡山市北区津島本町）であ 。坪田家は、この信仰を大切にし、譲治の姉政野を金川より西方面の天満紙工にある同じ信仰をもつ伊丹家に嫁がせている。金川に 不受不施派本山である妙覚寺もあり、金川中学から近 ことから、中学時代
三
　
環境
　
では、 この 「金川中学の思出」 の内容を中心に、 もう一つの文章 「金
川中学校の思い出」を加え、さらに岡山御津高等学校関連の諸資料を参考にしながら、 坪田譲治の金川中学校時代における環境や教師、および友人について、明らかにしてゆきたい。　
なお、ここでは金川中学校時代の情報を中心として紹介し、前身
の養忠学校時代については必要な時のみ扱うこととする。　
まず、環境について、譲治は、随筆 わが師・わが友 （ 『新潮』
昭和二十一年四月号・九月号
　『坪田譲治全集』第十二巻
　
新潮社
所収）で、次のように述べている。　　
 中学で受けた感化、今でも忘れ難い思出は、中学校のあった土地の自然、そこの山や河であった。岡山から五里ばかり中国山脈の方に入ったところで 旭川と宇甘川というのが合流したところ、金川というのにその中学校はあった。私は岡山から毎日汽車で通学したが、旭川に沿うて、山の間をくぐるようにして行く汽車道も中々い 眺めで、 今でももう一度行って見たいと、病気でねている時などよく思い浮かべる。特に近年釣りが好きになり、旭川の淵が眼に浮かんで仕方がない。
　
このような金川の地への汽車通学の途中の光景は、 「金川中学校
の思い出」では、岡山駅から金川駅までの光景で、心惹かれるいくつかの要素がさらに詳しく書かれている。　
まず、 牧石村の風景は 「桃源郷」 であるとし、 実際にそこは 「桃の村」
で「山や丘に桃の花が一面開きました。その桃畑の美しさを 今も私は忘れません」と感動的に述べている。また「牟佐の渡し」から
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一九
　
このように、譲治にとって金川中学校時代は、豊かな自然を満喫
できる環境にあり、さらに地理的にも歴史的にも故郷岡山に対する認識を広げつつ深める時代であったといえよう。四
　
教師
　
次に、 譲治の在籍当時に教えを得ていた 思われる教員を中心に調
査したところ、 譲治は次のような先生に出会っていたことがわかる。　　
日置健太郎
　
私立岡山普通学校時代の明治三十年から、養忠学校、金川中学校
を通し校長を務め、 譲治が入学したときも校長の職にあった（校長、明治三十年六月～三十九年五月） 。譲治は、 「生徒に対して、父親のような愛を持っておられたように思われました」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と述べている。 「私が在学した中学の先生方は校長はじめ、池田藩の家老やサムライが沢山いました」 （ 「田園まさ 荒れんとす
　
岡山風土記」 『別冊小説新潮』昭和三十年五月号）と表
現しているのは、日置校長が、旧池田藩の金川家老職の後裔であることによる。学校の金川へ 移転は、日置校長の縁故によるものであった。　　
豊田恒雄
　
担当学科、修身・国語（在職期間、明治三十一年四月十五日～同
四十一年四月二十八日） 後に校長となる（校長 明治三十九年五月十日～同四十一年四月二十八日） 。譲 は「謹厳にし 温厚」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同 と評している。譲治の在籍 た五年
に訪れた可能性もあろう。　
こうしたことから、譲治にとって金川の地は、学校が移転したこ
とで偶然縁が結ばれた土地というよりも、歴史や宗教的方面から坪田家系のレベルでつながる土地として意識され、郷里岡山の認識のなかに取り込まれているといえよう。　
このことは、中学校卒業時までに、譲治は自分の号を「城山」と
決めて友達 伝えていたこともその一つの表れといえるだろう （ 「わが師・わが友」 ） 。　
中学時代の行事としては、 同級生青木安衞の文章「思い出」 『臥龍』
同）によると、中学五年の春、奥津温泉、倉吉、米子、松江に遊び出雲日御崎灯台まで行くという修学旅行 あった。当時開通していた山陽線と中国鉄道以外は、徒歩の多 旅で、帰路は久世から高瀬舟にて旭川を下り金川に戻った のちの昭和三十年に、譲治は岡山の各地を訪れ紹介するなかで、奥津温泉を 、中学時代ことには触れていないが、写真入りで「私が行った温泉中ではまず第一等であります」と述べてい （ 「田園まさに荒れんとす
　
岡山
風土記」 『別冊小説新潮』昭和三十年五月号） 。　
さらに、未発表作品と考えられる随筆「京山の思い出」 （自筆原
稿が岡山市立中央図書館に所蔵）には、京山のある別庄という土地について 「中学生の頃、 友達とよく別庄に散歩に行きました」 とある。この時期の内容は他の文章にも見られ、この京山のふもとにある県立種畜場が、 のちに池田牧場 （現在の池田動物園） 代わった して「実は中学卒業の頃友達と二人この池田牧場の上へ登り、そこからお城を眺め、将来のことを語り合ったこともあるのです」と印象深い思い出を語っている（ 「田園まさに荒れんとす
　
岡山風土記」同） 。
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日） 。明治十七年の私立岡山普通予備学校の創立から関わり、養忠学校、 金川中学校を通して専任として尽力。 「 学の恩人」 とされる。　　
蔵知矩（明治二年～昭和十九年）
　
担当学科、博物（在職期間、明治三十七年二月二十八日～明治
四十三年一月六日） 。臥龍山の玉松城にちなんで松葉菱に巴玉の同校の校章を考案した。譲治は「岡山地方の歴史で、功績を残されたそうです」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と述べている。他にも、昭和五年には池田家古文書整理掛として郷土史を研究し 岡山市史編纂委員をつとめた功績があることを譲治は認識 いた 考えられる。著書に「牧野権六郎伝」 「神戸事変と滝善三郎」 「池田勝人斎信輝公小伝」などがある。　　
羽生永明（本名・芳太郎
　
明治元年～昭和五年）
　
担当学科、国語（在職期間、明治三十九年四月二十六日～同
四十四年四月四日） 。国学者、歌人、平賀元義研究家。 『註解平賀元義歌集』 （大正十四年） 刊行。遺稿として 『平賀元義
　
全六冊』 がある。
　　
西田英世
　
担当学科、国語（在職期間、明治三十六年四月十八日～同三 八
年四月十二日） 。 『秀芳』に自ら漢詩や漢文による「織田信長論」などの文章を書いている。　　
池山正隆
　
　
担当学科、 国文（在職期間、 明治三十八年四月～同年十一月一日） 。
　　
樋口安一郎
　
　
担当学科、地理（在職期間、明治三十九年二月～同 十二年六月
二十三日） 。
間のうち、校長は、四年まで日置健太郎校長で、五年目に豊田恒雄校長となった。　　
沼田頼輔
　（慶応三年～昭和九年）
　
担当学科、歴史（在職期間、明治三十七年二月十八日～三十九年
一月三十一日、同年五月三日～四十二 四月三十日） 。文学博士。著書に『日本紋章学』 （昭和四十三年
　
人物往来社）のほか、 『岡山
県地誌』 上代の吉備 『吉備津社記』 『画聖雪舟』がある。備前における法華信仰の集団について研究した「備前法華の由来」という著書もあり、譲治にとって坪田家の日蓮宗不受不施派の信仰についての知識をここから得た可能性もあろう。　　
羽原宇三郎
　
担当学科、英語（在職期間、明治三十年～昭和七年三月） 。のち
に同校校長となる。明治三十九年十月五日発行の『秀芳』第 一号に掲載されているように、譲治の第五年級の担任であった。譲治は前掲の文章やその他でも「恐い先生」と表現している。　　
山田貞芳（明治二年～大正九年）
　
担当学科、国語・漢文（在職期間、明治三十三年五月～大正九年
六月九日） 。譲治は「人格者で、感化院の院長なんかもされて ました」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と述べており、備作恵済会感化院（後身は、岡山県立成徳学校）の院長としての活躍を示している。譲治は卒業の際に、三門に訪れ、挨拶をしている。明治四十四年に岡山市史編纂委員長となり、著書に『吉備百首』 『山林家とし の熊沢蕃山』がある。　　
井上理一
　
担当学科、漢文（在職期間、明治十九年五月～大正七年四月十四
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二一
　
まず、 前掲した 『金川中学の思出』 の末尾に登場する妹尾正男と竹
内健平は、特に譲治が随筆等で言及することの多い友人である。随筆「ふたりの友だち」 （ 『びわの実学校』第２号
　
昭和三十八年十二
月
　『坪田譲治全集』十二巻
　
新潮社
　
所収）では、ふたりの共通
点として、 「ふたりとも頭がよく、 成績も、 級の四、 五番というところ」であり、 「ふたりとも、 将来、 大きな農場を経営したいと思っていた」ことや、実際にふたりとも海外 出て試みをしながらも日本に戻ってきた経緯につい 指摘している。相違点として、妹尾は「夢が多すぎて、現実が忘れられて」おり 一方竹内は「夢が かった」とし「考えがあまり現 に、生活につき過ぎていた」と把握したうえで、文学の話につなげ「そこで私の思うことは、この妹尾君と竹内君を一緒に ればいいということです 述べている。つまり、童話は夢と現実の両方の要素があって 完全な文学」 なるということを、 ふたりの友人につ て説明しながら述べ 点は興味深い。　
では、ふたりそれぞれについての情報を整理したい。
　
　　
妹尾正男
　
岡山市大字小原町より通学。 「親友妹尾正男」 『小説新潮』昭和
四十年八月号 （ 『坪田譲治全集』 六巻
　
新潮社） によると、 「中学四年、
明治三十八年からの友達」とあり、妹尾は編入学により、中学四年に出会い、卒業については同じ三回生として卒業している。譲治の随筆「わが師・わが友」によると、妹尾は譲治よりも「五つも年長」だったという。卒業後、東京外語西語科に学ぶ。 ちの金蘭簿には著述業（ポルトガル語スペイン語）とある。坪田は、 「親友妹尾正男」の文章中で妹尾への尊敬の念から「一時は、全く彼に傾倒し 、正
　　
磯島一郎
　
担当学科、体操（在職期間、明治三十四年四月十五日～大正二年
五月二十八日）　　
宍戸巻次
　
担当学科、数学・物理（在職期間、明治三十八年十一月～四十年
十月） 。　　
桑原鐶
　
担当学科、体操（在職期間、明治三十六年四月十八日～同三 七
年九月三日）陸軍歩兵少尉として、日露戦争に出征し、譲治が二年にあたると思われる年に、遼陽戦にて戦死。　
これらの譲治が接したであろうと思われる教員について見ていく
と、譲治が前掲の思い出でも述べているよう 「先生はみんな偉く思われました。実際みんな偉い先生ばかりでした」と書いている思いについて、具体的に推し量ることができよう。五
　
友人
　
次に、金川中学時代の同級生を中心とする生徒について見ていき
たい。なお、同級生としては 金蘭簿で、養忠学校の明治三十五年入学を確認できる者は百六十二名であり、金川中学の明治四十年第三回生としての卒業を確認できる者は三十二名となる。一方現存する自敬会員名簿等 は在籍途中の第四年級・第五年級の在籍状況のみわかるため、その在籍状況によってこの間に入退学している者の確認ができるという状況である。
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ランシスコに渡り、鉄道や材木工場、カキの養殖場で働き、大正末頃帰国後は北海道北見にて農場を経営した。譲治が労働文学雑誌『黒煙』 （大正八年～九年）の主宰として関わるなどしていた時代に、実際に労働者としての生き様を見せていた友人の情報を様々に得ていたといえる。　
次に、 譲治が、 八十周年記念誌『臥龍』 （昭和三十八年十月）の「金
川中学校の思い出」等の他の文章に、友人として名前を登 させている生徒や交流のみられる生徒について確認したい。　　
青木安衛（在学当時は旧姓須々木）
　
明治三十五年度入学の同級生。御津郡牧石大字原より通学。在学
当時から絵が得意で、譲治は中学卒業の頃送られた自筆絵葉書を大切にしていたという（ 「金川中学 思 出」 『臥龍』同） 。のちに同校の教員となり、図画・書道を担当（在職期間、明治四十三年二月～四十四年七月、昭和十九年六月～昭和二十四年三月） 。岡山御津高等学 にある写真によると、昭和四十八年に八十三歳 譲 は、岡山三光荘で青木に会い、同じく金 第三期の小野輝治、矢吹孝二郎にも会って、四人で記念写真を撮っている。　　
津島環
　
明治三十五年度入学の同級生。上道郡宇野村大字八幡より通学
國學院大学卒業。のちに同校の教員（教頭、校長）となる。 「去年でしたか、私がテレビに出た時、同級を代表して、わざわざ上京してくれて、感激しました」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と書いている。
男と云う、その名前を、私の長男にもらったくらい」と同書に書き、長男坪田正男の命名は、妹尾正男からきているという由来について述べている。東京外国語学校（現東京外国語大学）西語科を一番の成績で卒業し、二、 三年学校に残って講師をしたあと、大正初期ブラジルに渡った その頃早稲田大学在籍中であっ 譲治は、横浜で妹尾の船が出航す のを見送り、その後ブラジルからの妹尾の書簡をたびたび受け取り交流している。妹尾はブラジルに二十二年間滞在し、その間の昭和十年には「ブラジルの国語講座」全十二冊を著し、サンパウロ高等農学校でブラジル語講師として教鞭をとっいる。帰国後には日本大学拓殖科でブラジル語講師を勤め、東京中央放送局（現ＮＨＫ）におけるブラジル向けポルトガル語放送の原稿作成や放送を担当するなどブラジル語の権威者となる。さらに昭和二十八年・二十九年には『独習 』上下巻（立川図書）を発行しており、 下巻「まえがき」では、 「ブラジルで活動するのブラジル語（正しくはポルトガル語）は、自己発展 ために学ばねばならない。と共に、ブラジルにおける日本人発展のためにも学ばねばならない」と述べて この著書 当時 日本で初めてのブラジル語独習書であるとともに、生きたブラジル語 あるとして評価されており、譲治も「この独習書は、きっと、名著にちがいない、と私は思っているのです 認め　　
竹内健平
　
明治三十五年度入学の同級生。御津郡福浜村大字福島より通学。
第五年級では級長を務めている。譲治の文章「ふたりの友だち」よると、卒業近い頃に、将来の志望 書いた時、 「労働者」と いて出したという。実際に三月の卒業後、九月にはアメリカのサンフ
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訪ねましたら、彼はもう七十五になっていて、腰の骨がどうしたとか云って、床についていました」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と書いており、譲治がわざわざ訪ねたことがわかる。　　
首藤徳千代
　
明治三十五年度入学の同級生。広島市台屋町出身。九州大学工学
部電気工学科を卒業し、のちに大阪で鉄工所を経営しており、譲治の「金川中学の思 出」 （ 『臥龍』昭和三十八年十月
　
同）によると、
首藤は 先年あった」時にも現役で元気に働いており、 「こら、 坪田、シッカリしろ。元気を出せ。老いこむの早 ぞ」 と言われた いう。　　
藤本寿
　
第三回生として卒業を共にした同級生。赤磐郡佐伯北村大字石よ
り通学。小学校教員となる。譲治は「私と列んでいた友達で、いつ思い出して見ても懐かしい人」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と記している 昭和三十五年前後に、譲治は消息を確認するため赤磐郡の村役場へ問い合わせたところ「何と、その懐かしい人が二十年も前になくなっていたと云うのです」と述べている。　　
国定信寿
　
第三回生として卒業を共にした同級生。吉備郡岩田村大字山上よ
り通学。 『金高校友会報
　
秀芳』 第六号 （昭和三十六年二月二十八日）
によると、昭和三十五年十月十日に譲治が母校を訪問した際に、譲治が「今日は国定信寿君が来て岡山で会つた」と述べたこ が伝えられている。　　
今井千尋
　
明治三十五年度入学の同級生。 御津郡馬屋下村大字芳賀より通学。
譲治の「昭和五年四十歳」 『別冊小説新潮』昭和四十一年十一月号
　　
久山智彦
　
第三回生として卒業を共にした同級生（編入学か） 。御津郡牧石
村大字玉柏より通学。譲治は、牧石駅付近で通学中の汽車から「久山家の白壁の塀が見えていました」 （ 「金川中 の思い出」 『臥龍』 同）と書いている。早稲田大 理工科に進学。　　
河西恒太
　
第三回生として卒業を共にした同級生（編入学か） 。吉備郡秦村
大字秦より通学。 「成績と云えば、卒業の際の首席は河西君と云う人だったと思います。湛
たた
井い
と云いましたか、その頃、吉備線の終点
だった辺から来て した」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と記している。第六高等学校（現岡山大学）に進
　
　　
河島利夫
　
第三回生として卒業を共にした同級生（編入学か） 。久米郡福渡
村大字福渡より通学。　　
河田忠彦
　
明治三十五年の入学から第三回生としての卒業まで共にした同級
生。御津郡宇甘東村大字高津より通学。譲治は、 「金川の奥、宇甘川の上流から」来ていた河田の家に、 「四、 五年の頃」行ったことがあると記している。早稲田 学政治科に進　　
吉田鎌二郎
　
同級生。上道郡宇野村大字東川原から通学。
　　
井上健太郎
　
第三回生として卒業を共にした同級生。児島郡山田村大字山田よ
り通学。小学校教員となる。住まいのある現玉野市山田に、昭和三十七年（譲治七十二歳）と推測される年に「井上君を児島の村に
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山に夫妻を頼って移り、養忠学校に編入学したという。この間、耕作は、エドワード・ガントレットに西洋音楽の手ほどきを受け、音楽の道に進むことになった。 譲治は、 板津謙六 「坪田譲治氏を迎えて」（同）に記録された同校講演要旨によると、 「養忠学校に一寸入つてきた山田耕 が一学期ほど入つて野球をやつた。ガンドレツド恒子が耕作の姉である。あれがガンドレツドであるというので知つている」とあり、当時その事情を知りながら耕作の存在を意識していたことがわかる。のち 昭和二年から、譲治は児童雑誌『赤い鳥』に童話四十編を掲載するようになることから、 同じ 『赤い鳥』 誌上で からたちの花」 （大正
14年
5月号
　
山田耕筰作曲・北原白秋作詞）など、
「赤い鳥童謡」 の代表作を作曲していた耕作と、 わずかながら養忠学校の時期を共にしたこ を思い出すこともあったと思われる。　　
坪田謙三（明治二十六年～昭和五十五年）
　
加えて、譲治の三歳年下の弟坪田謙三について触れておくと、弟
謙三も金川中学に第八回生 して通って る。さらに、その後早稲田大学（商学部）にも兄を追って入学しており、寄宿舎友愛学舎では、譲治と同室で過ごす時期もあっ 。　
以上のように、同級生を中心とする同校生徒の実態を見ると、親
友の妹尾と竹内は活動的で海外に赴く仕事を ており、そ 他 生徒も大多数の友人が東京への進学を果たし、地元でも活躍していることがわかる。
（ 『坪田譲治全集』六巻
　
新潮社）では、後に村長となったことが記
され、成績についても、卒業の時、 「彼がビリから一番、ボクが二番」と書いている。今井は、 在籍中に発行された同校の『秀芳』には、 「千尋一閑」の号で、数回文芸作品を投稿し掲載されており、韻文「金川河畔の感想」 等 （第九号
　
明治三十八年七月十五日
　
自敬会発行） 、
文芸面での活躍を見せていたことがわかる。　
なお、今井の弟である藤井真澄については、金川中学には在籍し
ていないようだが、のちに譲治との重要な関わりが出てくるため触れておきたい。藤井真澄 （明治二十二年︱昭和三十七年
　
旧姓今井）
は、譲治とは早稲田大学で出会ったものと思われ、小川未明の青鳥会への参加をともにし、 青鳥会を母胎にして生ま た新浪漫主義的・反資本主義的文学雑誌「黒煙」を、譲治ととも 主宰し （大正八年～大正九年） 。この雑誌は のちに社会的文芸雑誌とし の傾向を強め、民衆芸術を主張し、労働文学 機関となり 執筆者には未明・譲治・真澄のほか、丹潔・内藤辰雄・吉田金重・伊藤松雄・渡平民・新井紀一・馬場孤蝶・大庭柯公・堺利彦などがいた。真澄自身は、その後戯曲や評論に力 入れて活動を広げている。　　
山田耕筰
　
さらに、特筆したい養忠学校時代の生徒に、作曲家山田耕筰がい
る。山田耕筰（在学当時の表記は山田耕作）は、私立養忠 校学籍簿によると、明治三十四年五月 日に一 級に入学し、同三十五年十二月十日に、神戸関西 院へ転校のため退学した とが記されている。入学の経緯としては、東京に住んでいた耕作が、姉山田恒と結婚したイギリス出身の音楽家・語者エドワード・ガントレットが第六高等学校で英語・ラテン語を教えていたため、在住していた岡
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二五
　
譲治の母校での講演が初めて実現したのは、その後の昭和三十五
年十月十日である。このことを記録した板津謙六氏の文章「坪田譲治氏を迎えて＝講演の要旨＝」 （ 『金高校友会報
　
秀芳』第六号
　
昭
和三十六年二月二十八日）によると、 「先生が生徒であつた頃は本校講堂も木の香も新しい創立当初 頃でした。お迎えして何よりよかつた事は先生の夢の中にあつた講堂が幸い残つていた事 す」とあり、譲治の感激が想像される。　
さらに十年が経て、 昭和四十五年には、 金川高等学校の金光務校長
が東京の譲治宅を訪れ、 校内の風景を写し 白黒とカラーの計四十数枚におよぶ新旧とりまぜた写真を貼り付けた手製 一冊のアルバムを届けている。 このアルバムは、 現在、 譲治三男の坪田理基男氏宅で保存されて り、 次のような譲治直筆 備忘録が付されている。　　
岡山県立金川高等学校アルバム
　　
 昭和四十五年十月十四日、新校長金光務氏来訪の節持参され、頂戴する。備忘のため記す。
　　　 　　　　　　
昭和四十五年十月十五日
　　　　　 　　　　　　　　
「びわの実学校」編集室にて
　　　 　　 　　　　　　　
坪田譲治
　
この翌年の昭和四十六年には、 先に翻刻した 「金川中学の思出」 が
掲載された『秀芳』第十八号の原稿をめぐっての書簡 して、金川高等学校から譲治にあてた三通の書簡が吉備路文学館に存在する。　
これら三通のうち、まず一通目は、昭和四十六年二月十六日付け
の金光務校長による『秀芳』 への原稿落手に対する礼状で、二通目は、昭和四十六年三月二十六日付け、金光務校長よ 『秀芳』第十八号の完成の報告と礼状、三通目は、昭和四十六年三月二十七
六
　
卒業後の金川中学との交流
　
次に、卒業後において、譲治が母校とどのようなつながりを持っ
ていたかについて、辿ってみたい。　
まず、卒業から間もない明治四十一年四月に当時東京の大崎に住
んでいた日置元校長を囲んで同窓会玉松会が発足し、譲治も第一回の神楽坂清風亭での会合に、同級生の国定、首藤らとともに参加している。　
それから時代は飛ぶが、昭和十八年十一月発行の譲治著『ふるさ
と』 （実業之日本社）に収録された随筆「近江や備前」では、この年譲治が小穴龍一とともに天満の伊丹家に立ち寄り、その後「小穴さんに私の母校である古い中学を案内しなければならなかった」と書かれており、ふたりで訪問していることがわかる。　
次に、吉備路文学館に金川高等学校関係者から譲治にあてた書簡
が所蔵されており、その最も古い昭和二十四年九月二十五日付け書簡では、金川高等学校校友会会長星島季四郎が、 友会顧問に推薦した旨を知らせ、承諾 協力を依頼して る。　
その後、昭和二十五年七月十二日付け伊藤孝教諭（国語科）から
の書簡では、校内の新聞掲載用原稿 依頼がなされて る。これは、岡山県立金川高等学校新聞部発行 『金川高校新聞』が、昭和二十六年五月二十五日に第一号（新入生歓迎特大号）が発行されており、同紙第一号の編集兼発行人が伊藤孝教諭であることから、この新聞のための原稿依頼であったと考えられるが 同誌面に譲治の文章が載った形跡がなく、この依頼に対する原稿は書かれなかったことが推測される。
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李白の「送友人」を引用した際には、次のように述べている。　　
 唐詩選にある李白の詩である。友人を送るというのであるが、とって以て、遙かに郷里の山川に送る言葉としたい。
　
そこには、郷里として島田付近の光景はもちろん、中学当時の漢
文の勉学や校風、またそれら漢文の素養に浸った金川中学時代の自然環境が、漢詩の世界と相通じるという気分も影響して、定着した印象があるといえよう。　
次に、譲治は中学時代に、漢文調の土井晩翠をはじめとして、薄
田泣菫、島崎藤村、蒲原有明など 近代詩との出合いを得て、さらに国木田独歩の小説も読み進めていることが自筆年譜や随筆よりわかる。これらは読書体験にとどまらず、創作の始まるきっかけをも作ったのではないかと推測される。その根拠としては、譲治が中学時代に自分で「城山」という号をつけていたこ と、文芸部に所属していたらしい写真が存在すること 挙げられる。この写真とは、岡山御津高等学校 資料で、明治三十九年の「西田先生送別記念
　
中学２期３期文芸部員」と記録された集合写真に、譲治が写っているものである（先に名を挙げた同級生 なかでこ 写真に写っているのは青木、津島、今井、久山、井上などがいる） 。その他、現段階の調査では、 学内の校友会誌 文芸欄をはじめ する印刷物 「城山」の号で書かれた作品があるのではないかと探してみたが、譲治の作品らしいもの 発見できなかった。しかしながら、中学 卒業するとき、譲治は学校から卒業後の志望 書いて出すように言わたとき、 「文士」と書いたことが随筆「わが師・わ 友 に記されていることから の文学創作への思 が、こ 中学卒業まで芽生えていたこ は明らか ある。
日付けの金川高等学校からの『秀芳』第十八号の送付である。　
この経過から、金光務校長は、前年のアルバムを持参しての訪問
の折に、 『秀芳』への原稿依頼をしたと推測される。譲治は、はばる東京までアルバムを持参しての金光校長の原稿依頼に喜んで応じ、アルバムを見ながら思い出のなかの実感を甦らせつつ執筆したものと思われる。　
なお、さらに翌年の昭和四十七年六月二十日付けでは、同校図書
館より『坪田譲治自選童話集』 （実業 日本社）寄贈に対する礼状が届けられていることから、昭和四十六年十一月に実業之日本社から発行された同書を が図書館に寄贈したことがわ る。おわりに―文学への影響に触れて︱　
最後に、中学校生活の状況が のちの譲治 文学活動に関わって
いく要素について確認したい。　
まず、漢詩 ついて、譲治は「中学四年、ちょうど日露戦争の終
わったころかと思いますが、私は詩が好き なったのです。家に唐詩選の五言絶句だけの小型本があって、それを読んだ が初めかも知れません」 （ 「読書 思い出」 ）と述べて個人的な読書について触れているが、同時期の中学校授業における漢 学びも影響を与えていると思われる。譲治はたびたび随筆で唐詩選からの漢詩を引用したり、漢詩らしい文章を書いている。特 唐詩選の中から、李白の「班馬 ななく」という 葉をとって随筆 使ったり 杜甫 望郷の詩や貧苦の詩を我が身の思いに重ねて使ったりすること そ例である。なかでも昭和十一年の譲治は、随筆「班馬いななく」で
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※
 今回の調査と資料公開の件では、坪田譲治の三男坪田理基男氏と、理基男氏の長男坪田眞紀氏に、ご協力と資料公開の許諾を賜ったこ を、深謝したい。
　　　
※
 岡山御津高等学校には、二〇〇五年と二〇一二年に養忠学校、金川中学校の資料調査において協力を得、公開についての快諾をいただいたことに感謝申し上げ 二〇〇五年の調査時には、元同校教員板津定邦氏にご教示いただいたことを感謝をもって記しておきたい。
〈参考文献〉私立金川中学校自敬会『自敬会員名簿』秋芳第九号附録
　
明治
三十八年六月金川中学校『金蘭簿
　
第一回～第二十四回卒業』 （発行年不明）
『金高校友会報
　
秀芳』
創立八十周年記念誌『臥龍』昭和三十八年十月
　
岡山県立金川高等
学校岡山県立金川高等学校校友会『金蘭簿』昭和四十三年三月田中三郎『わが母校
　
先輩たちの青春像
　
第一部～第六部』 （三分
冊
　
二〇〇七年） 『わが母校・教師の群像』 （二〇〇八年） 『旧制・
金川中学校
　
私たちの中学校時代』 （二〇一一年） （いずれも私家版）
（やまね
　
ともこ＝本学
　
文学部
　
日本語日本文学科）
キーワード
　　
坪田譲治、金川中学、養忠学校
　
さらに、友人妹尾正男との出会いは、具体的な作品の誕生を促す
ことにつながっている。それは、随筆「聖母河畔の野獣」 （ 『動物文学』昭和十一年一月号）にあるように、ブラジルに行った妹尾の生活に対する関心が元になって、アマゾン流域の旅行記である堀内伝吉著『聖母河畔の十六年』を手 取 こと なり、その内容から譲治はアマゾン川流域を舞台とした二作品、童話「ペルーの話」 （ 『赤い鳥』昭和十年五～八月）と童話「ベニー河のほとり」 （短編集『正太の馬』昭和十一 七月） 創作している。　
また、前述したように労働者として全力を尽くす人生を歩んだ友
人竹内健平との出会いは、譲治自らが時代のなかで労働問題 関心を注ぎ、 のちに労働文学雑誌「黒煙」を主宰することにはじまって、加藤一夫の「労働文学」 「原始」への関心や黒島伝治、壺井繁治、壺井栄との 脈をあたためたことにもつながった 考えられる。　
そのうえ、金川地域での自然体験は、のちに姉政野の嫁ぎ先とな
る天満紙工の風景も含めて、譲治が親しんだ宇甘川 登場する小説「風の中の子供」の生き生きとした自然描写を生み、譲治の作品を不動のものにしていったことは看過できない。 「風 中 子供」 では、「鵜飼のおじさん」として姉の夫伊丹東慶がモデルになった医者が登場するが、鵜飼と たのは、昔鵜飼いがさかんだった宇
うかい
甘川の土
地柄を活かしたものであると思われる。　
以上のように、譲治にとって、金川の自然や人とのふれあいが
文学的感性や人生観を導きながら、岡山を愛する譲治の文学のなかにしみこんでいったことは確か いえるのである。
